
暴処法弾圧うち破り前進する法大闘争
　３年間で１１０名の学生が逮捕、３３人が起訴、１０人が処分！

　法政大学は、構内での立て看板やビラまきを一切禁止し、警察権

力を導入して抗議する学生をかたっぱしから逮捕し、退学・停学処

分にしています。１５０台の監視カメラが設置され、暴力ガードマ

ンと私服刑事が徘徊する「監獄大学」と化しています。

　５月には、戦前の治安維持法とセットでつくられた「暴力行為等

処罰法」という弾圧法を発動、サークル団体「文化連盟」の委員長

ら８人の学生が、いまだ獄中に閉じ込められています。

　戦前の治安維持法は、京都大学の社会科学研究会に初適用され、

共産党や労働組合に拡大、侵略戦争への道を掃き清めました。「敵

基地攻撃」が公然と叫ばれ、「海賊対策」や「船舶検査」で、自衛

隊が戦後初めて交戦するのは時間の問題です。法大弾圧は、改憲と

戦争に向かう時代の象徴です。絶対に許してはなりません。

「教育を、未来を、奪い返そう！」
　「監獄大学」の現実を生み出したのは、教育を資本の儲けの対象

にする新自由主義です。新自由主義は、大学を「真理探求の場」ど

ころか、国策と企業に奉仕する研究機関、ただ資格を取るだけの専

門学校に変えてしまいました。法政大学は、マネーゲームに手を

東京労働組合交流センター教育労働者部会
たたかう労働運動の新たな潮流をつくろう！
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ビラへの感想・意見、職場の状況、怒りの声などメールでお寄せ下さい。
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法大闘争とともに、
戦争・改憲、民営化攻撃を打ち破ろう

出して２８億円もの損失を出しています。あげくの果てに、「営業

権」をタテにした仮処分で学生のビラまきを禁止し、大学を批判す

る「表現の自由」まで奪っているのです。

　「エンプロイヤビリティー（資本に雇われる能力）を身に付け

ろ」と、高い学費を払わせ、膨大な奨学金ローンを背負って卒業

しても、就職先はない。返済を滞納したらブラックリストにのせら

れ、一生ローンも組めずカードもつくれない。

　「教育を、未来を、奪い返そう！」　学生たちは、逮捕されても

逮捕されても、大学当局に不当処分を受けても、キャンパスで団結

のみを武器に立ち向かい、ついに全学生の決起を切り開きつつあり

ます。この闘いは、新自由主義によって未来を奪われた２千万青年

労働者の総反乱の先頭に立つ闘いです。

　法政大学文化連盟・全学連の学生とともに、教育を労働者階級の

手に奪い返し、この腐りきった社会を変えるために闘おう！

闘う労働組合を甦らせ、
社会を変えよう！

【写真上】６月15日、「法大弾圧粉砕！」を掲げて1200人の労働
者・学生が法政大学正門前を埋めつくした【写真下】代々木公園に
2100人が集まり、「戦争･改憲と大失業の麻生を倒せ」と総決起集会




